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Newcomer

１５期生
　　  山田　大夢

会計 ４期生
　　  三谷　玲美
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１

卒業してから、槻の木高校に訪れた人はどれくらいいるでしょうか？
もしかしたら、ほとんどいないのかもしれません。

今回は学校にお願いをして、特別に先生たちとの打合せ後に校舎内を見学させていただきました。
すこしでも槻の木高校での学校生活を振り返る機会にしていただけると幸いです。

 卒業後に

　学校を訪
れる

２

山田は駐輪場( 食堂横 )を見るなり、
何の思い入れもない自転車に近づき

「うわぁ、なつかしいな」と自転車を
見つめた。

山田は「下駄箱ここでした」
と口にした。１５期生の彼が
卒業したのは一昨年のこと
である。もちろん１期生で
ある西の記憶には、スリッパ
の色しか残っていなかった。

４期生の三谷は下駄箱を見ながらなにか

もの思いにふけっていた。

淡い思い出を掘り起こしているのか、

それとも…？

山田はおもむろに食堂横のベンチに腰掛け
「ちょっと疲れましたね」ともらす。
その横にいた 1 期生の西と、
2 期生の奥田は、無邪気な学生の一言に、
そっとこぶしを握り締めた。

３

４

ここでも山田は、無邪気に
「この位置でした」と
鮮度の高い記憶をもとに誇らしげに
話し始める。
一方西は、教育自習で担当の先生に
叱られたことを思い出していた。

また三谷が席にすわるなり
なにかを思い出している様子。
しかし、きっとこれも前日の
夜勤によるものだ。
彼女は 4 期。山田とはひと
まわり違うのだから。

５

６
1 期生が高校生の時、森先生のクラスだけに
掲示されていたこのフレーズが引き継がれて
いることに驚く。受験会場には一人で行った
ことを西が雄弁に語ると、奥田が「そういう
ことではありません」と、優しくつぶやいた。

７ ８

数年ぶりに母校の校舎を歩き
いろいろな事を思い出しました。
変わったところ、変わらない
ところいろいろありますが、
そのころを思い出し、この
場所が結構好きだったことを
思い出しました。

食堂。島上高校生がいたころは
いつも先輩たちがこのあたりにいた。
先輩に緊張してしまい、ここには
座れなかったことを西は思い出した。

10９ ３期１年半という長い間、
生徒会長を務めた西が
そのころを思い出す。
まさかその後１５年以上も
同窓会長を続けるとは、
夢にも思わなかった。

1１

1２

開校して３年目に完成した校歌。

1３

お邪魔しましたので最後はみんなで
モップ掛け。青春を感じました。

　　教材などを置いておく
　　ためのロッカー。
高校入学と同時に与えられた、
小さなプライベート空間。


